
-平成28年度事務事業実績評価表 政策№ 2 施策№ 25 事業№ 11 12

事務事業名 女性保護受託事業
会計 一般会計 実施区分 継続

事業種別 政策 開始 21 終了
H29作成課等名 子育て支援課 H29係等名 家庭係 H28担当課等名 子育て支援課

基本計画上
の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

施策 25 共に歩む社会づくりの推進

目
的

対象（誰・何を） 一時保護所入所世帯
対
象
指
標

指標名及び単位 28年度数値

一時保護、緊急避難件数 2

意図（どういう状態
にするか）

安全な場所で支援を受けることができる。

向上させたい上位施
策の成果指標

日常生活の中で人権を尊重して行動している人の割合

目
標

種別 指標名及び単位 27年度計画 27年度実績 28年度計画 28年度実績 備考（指標変更など）

成果
指標

安全な場所で自立した人数 5 2 5 1

定性
目標

事
業
概
要

１　母子生活支援施設（北方寮）を緊急避難、一時保護受託事業の指定施設とし、飯田市内外からの避難者を受け入れる。
２　被害者および同伴児（者）の支援
　（1）　身体的、精神的に暴力を受けてきた被害者および同伴児（者）の受入れ、安全及び衛生の確保。
　（2）　プライバシーの保護に配慮された生活場所の提供、入浴、被服及び日用品の提供。
３　暴力被害者の自立支援のための相談及び情報の提供。
４　自立支援に関わる関係機関との連携を行う。

事業内容 名称 活動指標

28
年
度
事
業
内
容

１　ＤＶ被害者の緊急避難受入、支援　　　被害者、同伴児　　5日以内
２　ＤＶ被害者の一時保護委託受入、支援　　被害者、同伴児（者）　14日
以内

１　実施
２　実施

１　１世帯
２　１世帯

事業コスト 27年度決算額 28年度予算額 28年度決算額 29年度繰越額 特定財源内訳、補足

事業費計（千円）① 66 379 58 0 （県）女性保護事業委託金（10／10）

国庫支出金

県支出金 66 379 58

起債

その他

一般財源

人件費計（千円）② 179 0 179 0

正規職員所要時間 50 50

臨時職員所要時間

総事業費①+② 245 379 237 0

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

女性が保護を希望する件数は“0”であることが望ましいが、夫等から避難をしたいと思う女性は多い。平成28年度は北方寮で
1世帯受入れ、緊急避難と一時保護委託を実施し、支援にあたった。
飯田市民が保護を依頼してきた場合は避難の意思を確認の上、適切に保護し、自立への支援が必要。

改革改善
の考え方

①問題
点

母子生活支援施設「北方寮」の休止に伴い、平成29年度以降は緊急避難、一時保護委託の受入は実施しない。

②改革
提案

飯田市住民が保護を求めた場合は、県女性相談センターが委託する他施設へ適切に保護していく。


